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わんぱく相撲ホームページ：https://www.matsuyama-jc.or.jp/

全国大会開催までのフローチャート

1月

2月

4月

9月

5月

1月20日(土)

京都会議オリエンテーション
会場：国立京都国際会館(Room A)

審判員講習会

LOM 大会開催

4月上旬予定

ブロック大会開催
5月中旬～6月上旬

4月中旬～5月末

会場：両国国技館 相撲教習所

9月22日(日)

わんぱく相撲女子全国大会
会場：愛媛県武道館

1月21日～2月末日必着

WebLOM 大会計画届

Web大会報告
大会終了後5日以内に提出

Web保護者同意登録依頼書

Webチーム登録

1月21日～2月末日必着

Webブロック大会計画

次年度へ
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わんぱく相撲女子全国大会
大会会長

公益社団法人
松山青年会議所 理事長
三原　鉄平

新年明けましておめでとうございます。
第５回わんぱく相撲女子全国大会を開催させていただきます、公益社団法人松山青年会議所２

０２４年度　第７２代理事長の三原鉄平と申します。
平素よりわんぱく相撲女子全国大会にご賛同いただき、地区大会の開催、大会運営に多くのお

力添えをいただきまことにありがとうございます。
２０２４年度の第５回わんぱく相撲全国大会は大会名を「伊予まつやま大会」、スローガンを

「立ち上がれ！女たち」とさせていただきました。私たちが住み暮らす愛媛県は、古くは「伊予
国」（いよのくに）と呼ばれ、江戸時代には能や茶、俳句など様々な文化が盛んで現代でもその
影響が色濃く残った街並みとなっています。また、愛媛県西予市で１８５２年より続く乙亥大相
撲は、地域経済の発展に寄与するだけでなく、私たちの地域に相撲文化を根付かせてくれていま
す。歴史文化溢れ、相撲との縁深い愛媛県にて開催させていただく今大会で、子どもたちには一
生の思い出と一生の絆をつくっていただくとともに、松山にきていただくすべての皆さまに地域
の魅力をしっかりと体感していただける大会を開催させていただきます。
また、私たち松山青年会議所は今年度「人生一度　限られた時間を　全てやる」というスロー

ガンを掲げて運動を展開してまいります。４０歳までの限られた時間の中で第５回わんぱく相撲
女子全国大会を主管させていただくことに最大限の感謝を申し上げるとともに、この経験をメン
バーの成長につなげ、さらに地域から必要とされる団体としてこれからも邁進してまいります。
関わってくださる皆さまも是非松山に来ていただき、私たちの想いを感じていただければ幸いで
す。
結びになりますが、わんぱく相撲という事業は、私たちの想いだけでなく、子どもたちの想

いを汲み取り反映させることが大切だと思っています。子どもたちのさらなる笑顔と成長のた
め、メンバー一丸となり事業構築してまいりますので、引き続きご支援とご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。この事業が全国各地の魅力を発信しながら末永く続いていくことをご祈念
申し上げ開催地理事長のご挨拶とさせていただきます。
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わんぱく相撲女子全国大会競技事項

－ 12－

1．出 場 資 格

　各地区大会の女子上位入賞者、４，５，６年生の各
１名ずつ計３名。

2．競 技 方 法

　個人戦と団体戦を行う。
　個人戦＝各地区で選抜された選手によるトーナメ
ント方式で各学年別に行い、横綱１名、大関１名、
関脇１名、小結１名をそれぞれ決定する。
　団体戦＝各選手の成績を点数で加算する方式で出
場チームを対象として全学年の得点順に、順位を決
定する。
　但し、同点の場合は⑴優勝者（横綱）の数、⑵高
学年優勝（横綱）の数または準優勝（大関）の序列
で決定する。

3．競 技 心 得

⑴運営者側
競技を開始する前に、次の諸事項に留意するこ

と。
ア）選手点検
①風邪その他の症状がないかどうかの確認
②既往症の有無及び競技に支障がないかの確認
③ 注意事項を守っているか（つめ切り、用便そ
の他の確認）

イ）準備運動
手足の屈伸をはじめ最低10分程度の予備運動

を参加選手全員に対して行う（通常の競技前の
準備運動は汗をかく程度まで要求される）。

ウ）競技上の注意
選手全員を集合させ競技についての注意事項

を中心に、禁じ手をふくめ注意事項の徹底を行
う。

⑵競技者側
ア）競技の心得
すもうは心と体を鍛えることを目的にして行

うものです。お互いの攻めと防ぎによって、正々
堂々と競技することです。たとえ練習でも真剣
に行い、少しでも油断があってはなりません。
勝つために競技するのですが、だからといって、
やたらと勝ち負けばかりにとらわれると、競技
の方法や態度が悪くなって、良くないだけでな
く、危険なことにもなるのです。このことを頭
の中に入れて、いつも元気よく、自分より大き
いからとか、強そうだからとかいってびくびく
せず、自分より小さいからといって馬鹿にせず、
しっかりした態度ですもうをとることを忘れな
いようにしなければなりません。
イ）競技前の心得
①用便をしておくこと。②食事は少なくとも
１時間前にしておくこと。③つめは短く切って
おくこと。④準備運動を十分しておくこと。
ウ）競技中の心得
①元気よく正々堂々と競技すること。②口は
しっかりとじて競技すること。③禁じ手を使わ
ないこと。
エ）競技後の心得
①礼をして終ること。②体の調子を整えるた
め、すぐ休まないで、体調運動をすることを忘
れないこと。
オ）その他
①競技は必ず主審のさしずに従うこと。②呼
び出しに応じて二字口で立礼して（俵を踏まな
いように土俵に入ること）競技を行い、③勝負
が終わったならば、両方とも二字口で礼をし、
勝ったものだけがそんきょして主審より勝名の
りを受けること（俵を踏まないようにして土俵
の外に出る）。④勝名のりはそんきょのまま目
礼し受けること。⑤土俵だまりで足を投げ出し
たり、土俵で足をこすらないこと。⑥競技に審
判員より物言がついたときは、土俵の下におり、
主審の指示により行動すること。
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わんぱく相撲女子全国大会競技事項

－ 13－

4．審判規定（日本相撲連盟審判規程：抜粋）

⑴審判員及び任務
① 審判員の構成は、審判長、主審及び副審４名（計
６名）とする。（第２条）

② 競技の勝負判定は、当該審判員に限る。（第３条）
③ 審判長又は副審が主審の勝負判定に対して異議
又は疑義がある場合においては、協議を行うも
のとする。（第６条）

⑵勝ち負けのルール
ア）次の場合は勝とする。（第７条）
①相手選手を先に勝負俵の外に出した場合
② 相手選手の足の裏以外の一部を先に土俵につ
けた場合

イ ）次の場合は、審判員の協議により当該選手を
負けとする。（第９条）
① 負傷等により、競技続行が不可能と判定され
た場合

② 禁手を用いた場合又は用いたと判定された場
合

③ 選手が勝手に競技を中止した場合
④ 審判員が故意に立たない選手と認めた場合
⑤ 審判員の指示に従わない場合

ウ ）競技中まわしの『前ぶくろ』が解けてはずれ
た場合は、負けとする。（第12条）

⑶ 禁手とは、次の各号のことをいう。（第10条）
（禁手が用いられたときは、主審は直ちに競技を
中止させる）
①拳で殴ること。
②胸部、腹部等を蹴ること。
③目、水月等の急所を、拳又は指で突くこと。
④頭髪をつかむこと。
⑤咽喉をつかむこと。
⑥ 前ぶくろ（前立禅）をつかむこと、又は横から
指を入れて引くこと。

⑦一指又は二指を折り返すこと。
⑧噛むこと
⑷ 『張り手』が用いられた場合は、直ちに競技を中
止し審判員の協議により処置する。（第11条）

① 全審判員が故意に用いたと判定した場合は、負
けとする。
② 審判員のうち故意によるものでないと判定した
者がいる場合は、取り直しとする。
③ 取り直しとなった勝負において、同一選手が再
度用いた場合は、故意、過失にかかわらず負け
とする。
④ 『張り手』とは、選手本人の肩幅の外側から相
手の顔面を張ることをいう。

22



わんぱく相撲女子全国大会競技事項

－ 14－

⑸禁じ技（日本相撲連盟審判規程補則：抜粋）
ア ）危険を防止するため、次の技を『禁じ技』と
する。
① 反り技（居反り・欅反り・撞木反り・掛反り・
外欅反り）

②河津掛け
③さば折り
④極め出し・極め倒し（かんぬき）

イ ）『禁じ技』が用いられた場合は、直ちに競技
を中止し、取り直しとする。（第２条）

ウ ）『禁じ技』で勝負が決まった場合は、審判員
の協議により取り直しとする。（第３条）

エ ）同一選手が『禁じ技』を二度用いた場合は、
審判員の協議により負けとする。（第４条）

⑹危険な組み手（日本相撲連盟審判規程補則：抜粋）
ア ）危険を防止するため、次の状態を、『危険な
組み手』とする。（第５条）
①脇に入った相手の首を極めること。
（抱え込む）

②後頭部を相手の腹部につけること。
（突っ込む）
③鴨の入り首
イ ）『危険な組手』となった場合は、直ちに競技
を中止し、取り直しとする。（第６条）
ウ ）同一選手が『危険な組手』（鴨の入首を除く）
を二度用いた場合は、審判員の協議により負け
とする。（第７条）

⑺立ち会い
立ち会いは、主審のかけ声によって立ち合わせ
るものとする。（第14条）
① 立会いは、両手をついて主審のかけ声によって
立つものとする。「待った」は原則として認め
ない。（本大会の特別規程）

⑻競技開始後３分を経過しても勝負が決しない場合
は、競技を中止し、直ちに『取り直し』とする。（第
16条）
① 連続２回取り直しとなった場合は、３分間の休
憩をとらせる。（本大会の特別規程）

23



わんぱく相撲女子全国大会・競技上の心得

－ 15－

①服装規定とまわしの締め方

服装規定

・レオタード（または水着）を着用し、その上から大会支給のＴシャツを着用する。
・スパッツまたは短パンを着用し、その上からまわし（白地のもの）を着用する。
・まわしは各LOM・地区で用意することとする。
・服装は金具のついていないものとする。
・髪留めは金属やプラスチックの硬い物は不可とし、髪の長い選手は基本ゴムで束ねる。

イ まわしを４つ折りにした一端を２つ折りに開き
その部分をまたにはさむ（図Ａ）

ロ 左手でまわしの後ろをささえ右に回転する（図
Ｃの①）。

ハ ３まわり目に、前にたれた一端を４つ折りにし
て、右腰の方へ折りこむ（図Ｂの④）。
ニ その後は１回または、２回まわして結びあげる
（図Ｃの③、④、⑤）。

まわしの締め方

　まわしを締めるときには、練習者同士で締め合うのがよい。また、サポーターなどをまわしの下につ
けるのが衛生的です。
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わんぱく相撲女子全国大会・競技上の心得

－ 16－

②相撲をはじめる前に十分な準備運動

準備運動は、手足の屈伸をはじめ、最低10分ぐらいの予備運動を出場選手全員に対して行います。
　これは汗をかく程度まで行うのが目安です。

① 伸脚運動（しんきゃくうんどう）
下半身にバネをつけるための運動です。
左右の足をかわるがわる伸ばします。

② 四股（しこ）
両足を開いて構え、足を左右かわるがわる高

くあげ、力を入れてふみます。手はひざにそえ
ます。大切なのは上体をまっすぐにすることで、
前かがみになると効果がなくなります。

③ てっぽう
柱に向かって、左右かわるがわる突っ張りま

す。片方の手が柱から離れる直前に、もう片方
の手で突っ張るのがこつです。

④ ころがり
ころがりとは、受け身のことで、頭、肩、手

のひらなどをつかないようなころび方が大切で
す。

⑤ またわり
これを急に行うことは危険です。脱臼のおそ

れがありますので注意してください。

※大会当日は相撲練習所以外でのウォーミングアップ（準備運動）は禁止です。

25



わんぱく相撲女子全国大会・競技上の心得

－ 17－

③相撲をはじめたら競技は審判団の指示にしたがって

① 呼出しに応じて二字口でまず立礼して競技を行
い、勝負が終わったら両方とも二字口で礼をし、
勝った者だけがそんきょして主審より勝名のり
を受けること。

② 勝名のりはそんきょの姿勢（⑥参照）のまま目
礼して受けること。
③ 土俵だまりで足を投げだしたり、土俵で足をこ
すらないこと。

仕切り

　両足を左右に開いて腰を落とし、両手をつくが、
ふつう両手の間隔は肩幅ぐらい。もっとも大事な
ことは、この体勢から相手の目をじっと見ること。
それに土俵上では自分勝手にやらないで、おたが
いに相手の動作に合わせることも必要。

◎土俵　昔の土俵には四本柱があってその上に神明造りの屋根があっ
たが、昭和27年秋場所から観客の邪魔になるというので廃止、屋根
はつり天井になり、柱に巻いてあった青、赤、白、黒の柱巻が房に
変わった。土俵の大きさも、3.94メートル（13尺）だったが、昭和
６年４月の天覧相撲を機に4.55メートル（15尺）に広がり現在にい
たっている。

26



わんぱく相撲女子全国大会・競技上の心得

－ 18－

①寄り切り
もろ差し、右四つ、左四つ
でもよいから、体をつけて前
に出て相手を土俵の外に出す
ことです。腰を落として、相
手より低くかまえて出ると、
よく出られます。
●相手がうしろに倒れたとき
は、寄り倒しになります。

②押し出し
両手か片手かを相手のわき

の下にあてて、押して相手を
土俵の外に出すことです。腰
を落として出ると、相手はか
んたんにさがります。
●相手がうしろに倒れたとき
は、押し倒しになります。

③突き出し
手のひらが相手の体に直角

にあたるように突っ張って、
相手を土俵の外に出すことで
す。突っ張りには左右をかわ
るがわる出すのと左右いっ
しょに出すもろ手突きがあ
り、どちらも下から上に向っ
て突くと効果的です。
●相手を突き倒すと、突き倒
しになります。

④出し投げ
右でも左でもまわしを引

き、ひじをわきにつけたまま、
相手の体を前に投げ倒すこと
です。
●上手から投げると上手出し
投げとなり、下手から投げる
と下手出し投げとなります。

④極まり手
＜出し技＞

＜投げ技＞
①上手投げ
四つに組んで、右でも左で

も上手まわしを引きつけて投
げ倒します。投げを打つとき
は右上手投げは左足を外側に
引いて打つとよくきまります。

②下手投け
四つに組んで、右でも左で

も下手まわしを引いて投げ倒
します。差して寄り立て、相
手が寄り返そうとしたときな
どに打つとよくきまります。

③すくい投げ
四つに組んで、差し手でま

わしを引かず相手の体をすく
いあげるようにして、投げ倒
します。差し手を返し、ひじ
を上にして投げる必要があり
ます。

④小手投げ
相手の差し手をかかえ込ん

で投げます。まわしは引かず、
相手の差し手をしっかりかか
えて投げるのが有効です。

27



わんぱく相撲女子全国大会・競技上の心得

－ 19 －

＜倒し技＞
②内掛け
四つに組んで、自分の左足

を相手の右足、右足だったら
相手の左足の内側からかけ
て、うしろに倒します。外掛
けと同じように、相手がつり
にきたときとか、投げにきた
ときに掛ける技です。

①つり出し
四つに組んで、相手のまわ

しを引き腰を落としてつり上
げ、土俵の外に運び出します。
つり出すとき、相手の両足が
空中にあれば、自分の足が先
に出ても「送り足」といって
負けになりません。

②うっちゃり
相手に寄り立てられたと

き、土俵ぎわで腰を落として、
右または左へ振りすてます。
相手が寄って出てくる力を利
用した技です。

＜特殊な技＞

③送り出し
チャンスを見て相手のうし
ろに回り、突くか押すかして
相手を土俵の外に出します。

①はたき込み
突っ張り合ったり、押し合っ
ているときに、相手が低く出
てくるときに、体を右か左に
開いて相手の肩か背中をはた
いて落とします。思い切って
体を開くとよくきまります。

＜その他の技＞
②けたぐり
立ち上がったときか、突っ

張り合い、押し合い中、左足
を飛ばして相手の左足首を、
右足を飛ばしたときは相手の
右足首をけり、相手の腕を
引っ張って前へ落とします。

③足とり
立ち上がったときか、突っ

張り合っているとき、相手の
片足を両手でかかえ上げ、自
分の体重をかけて倒します。

①外掛け
四つに組んでまわしを引き
つけて、自分の左足を相手の
右足、右足だったら相手の左
足の外側にかけて、うしろに
倒します。相手がつりにきた
ときとか、下手投げにきたと
きにかけるとよくきまります。
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